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   A case of the XYY syndrome is reported. A 29-year-old man visited our hospital be-
cause of infertility and right undescended testicle. He was tall (181 cm) and his intel-
ligence level was below average but his character was not violent. 
   His right testis was touched in his right inguinal region and it was atrophic. Analysis 
of the semen showed no sperm. The biopsied specimen of his left descended testis as well 
as right undescended testicle showed spermatogenic arrest. Consequently we speculated 
that the spermatogenesis was injured by the surplus Y chromosome. 
   On endocrinologic examination, plasma LH and FSH were high and testosterone r vealed 
to be low. These data were slightly abnormal, but similar to those of most previous 
investigators. 

























































一般検査成績=血 液一般 ・血液生化学 ・尿一般いず
れも正常範囲内,胸部X線 ・ECGと も異常なし.
精液検査:精 液量1.6ml,精子数0
知 能 検 査 ・心 理 検 査:WAIS知 能 検 査 で 言語 性IQ
59,動作 性IQ82,全IQ .68で,魯純 と判 定 された ・
MMPIテ ス トで は全 尺 度 正 常 範 囲 内 な る も,ロ ー ル
シ ャ ッハ テ ス トでは 精 神的 未 熟 と の所 見 が 得 られ た.
な お,頭 部CTscan,脳 波 に は 異 常認 め ら}'tなか
った.
内 分 泌学 的 検 査=血 漿LH:54mlUlml,FSH=
65mlU/ml,Testosterone:375ng/dl,PRL:8ng!
ml,LH,FSHは 高 い基 礎 値 を 示 し,Testosterone
は やや 低 め,PRLは 正 常 値 であ った.
LH-RHテ ス ト(Fig.1)では1・H・FSHと も
前値 が高 く,LHは 反 応 す る もの のFSHの 反 応 性
が か な り低 下 してい た,
HCGテ ス ト(Fig.2)ではTestosteroneは正 常
下 限 の反 応 を 示 し,Leidigcellの予 備 能 は ほ ぼ保 た
れ て い る こ とが わ か る.
染色 体 検 査:末 梢血 白血 球 培 養(ギ ムザ 染 色 お よび
Qバ ソ ド染 色)に てYchromatin2個 陽 性,核 型
47,XYYと 同 定 され た(Fig.3).
睾 丸組 織 像:1981年6月 に右 睾丸 固定 術 ・両 側 鼠 径
ヘ ル ニア根 治 術 な らび に 両 側 睾丸 生 検 を施 行 した が,
精 細 管基 底 膜 は肥 厚 ・ピ ア リン化 し,精 細 管 内 はほ と
ん どがSeltoiicel1で,わず か にspermatogonia
が あ る の み,spermatogenicarrestの所 見 で あ る
(Fig.4).こ叡 は両 側 睾 丸 と もFl-一所 見 で あ った.
また,間 質Lcidigcellは一 部 にnodularに 増
殖 して い る と ころ も認 め られ た(Fig.5).
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'畢 丸 組 織 所 見 精 液 所 見
報 告 者 造精機能症例数 正 常













































































































ぎない.も ちろんこれは全XYY症 例の うちの一一部
であるが,XYY症 例群は造精機能障害をおこす可能
性が高いと結論づけることが できよう,ま た,問 質
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Table2.XYY症 候 群 の血 中LH,FSH,Testosterone値集 計
報 告 者 症 例 数
L H FSH Testosterone
























































































計 72 34 13 30 12 34 17
Leid五gcel1の過 形成 が 見 られ た との報 告 はNielsen
etal・17)の1例の み で あ った.自 験 例 で も ご く一 部 に
増 殖 し てい る箇 所 が 認 め られ た が,も ち ろ んKline・
felter症候 群 に お け る よ うな 著 明 な 変 化 で は な か っ
た.
血 中LH,FSH,Testosteroneの変 化 に 関 して は
報 告 者 に よ りさ ま ざ まで一 定 の見 解 が得 られ てい な い
が,Table2に これ まで の 報 告 を ま とめ て み た.
LH,FSH,Testosteroneとも正 常 値 であ る こ とが
多 い よ うで あ る,ま た異 常 値 を示 した 例 で も 自験 例 を
含め てそ れ ほ ど 大 きな 変 動 は 示 して い な い.LH,
FSH,Testosteroneの値 の変 動 が 睾 丸 障 害 の 度 合 を
あ る程 度 反 映 す る もの とす れ ば,Klinefelter症候 群
で は,LH,FSH,Tcstosteroneが大 きな異 常 値 を
示 す こ と と考 え あわ せXYY症 候 群 で はKlinefelter
症 候 群 ほ どの 睾丸 障 害 は きた さな い 症 例 が 多 い とい う
こ とで もあ ろ う。
また,Leidigcellに関 してIshidaetal.27)は,
Testosteroneほぼ正 常,HCGテ ス トも正 常 下 限 の
反 応 を示 す こ とか ら機 能 は ほ ぼ 保 た れ て い る と報 告 し
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